
第13 巻 第6 号 寄 生 虫 学 雑 誌 昭和39 年12 月（1964）

ミヤ イ リガ イに対 す る肺吸 虫 の感 染 実 験

（4） ウェステターン肺吸虫での感染実験

川 島　 健 治 郎　　 宮　 崎　一　 郎

九州大学医学部寄生虫学教室

（昭和39 年8 月8 日受領）

緒　言

現在， ウェ ステル マン肺吸 虫 鳬 片z即nimu タヱむesterm－ani

　（Kerbert，　1878） の第1 中間宿主としては， カワニ

ナSemi 　si山り枦加x ろazgが（Philippi） と，それに きわめ

て近似 の中型 の数 種のカイ類が知られている が， 中国に

おい ては， 同 地産の ミヤイ リガイOncomelania 　nosθ一

夕加肥（Robson ，　1915）に同 肺吸 虫のセルカリアが見出さ

れ たとい う記録 もある（Chen ，　1941　；　Abbott，　1948から

引 用）．

著者 らは本研究 の第1 報 ，第2 報および第3 報におい

て，大平 肺吸虫 丑のigonimus 　ohみぷMiyazaki ，　1939，

小形 大平 肺 吸虫 八冫rどz召ηが垠z巧　ilokおuenens八　Chen，1940

お よび宮崎 肺吸 虫Paragonimus 　miyazakii　Kamo，Nishida

，　Hatsushika　et　Tomimura，　1961　とミヤイリガ

イ との親和性に関して興味 ある知見 を得たので，その成

績 をそれぞ れ報 告し た （川島・宮崎，　1963　a，b，　1964）．

この一連 の研究 の一部 とし て，又，前述 の，中国におけ る

ミヤイ リガイ のウェステルマ ン肺吸虫幼虫 の自然感 染と

い う事実の裏付け を得 る意味におい て，この肺吸虫 のミ

ヤイリガイへ の感染実 験を試 みた．実験は種々の条件を

考慮しなが ら5 回 にわたっ て，おこなっ たが，つい に，

ミヤイ リガイ体内 にお ける同肺吸虫の感染 と発育 は全 く

確認するこ とが出来 なかっ た．そこで， ウェ ステル マン

肺吸虫 とミヤイ リガイ との間には親和性 がない ものと考

えられ るに至っ だので，その実験成績 を，こ こに報告す

る．

実験材料および方法

実験I とn に用いたミヤイリガイは1961 年4 月福岡

文部省科学研究費の補助を感謝する．

県 の 筑後川 流域 から 採 集し た も ので， 日本 住血 吸虫

＆ノぶzoj。。la　japoぷcum 　（Katsurada ，　1904） の自然 感染

が若干認め られ た．し かし，実験 Ⅲ，Ⅳお よびV に用い

たミ ヤイリ ガイ は1961 年12 月 および1963 年2 月 に山

梨 県甲府盆地 から採集 したもので， 日本住血吸 虫な ど吸

虫類幼虫 の自然感染 がない と考えられ る棲息 地のもの を

選ん だ．

ウェステル マン肺 吸虫卵は，大分県や長崎県 の河川 か

ら採集したモ クズガユに寄生してい たメタセルカリア を

イ ヌ又はネ コに経 口投 与し，3 ～6 ヵ月後 に解 剖して，

肺における虫襄腫 の中から得た．この卵は水道水 をみ た

した時計皿 に入 れ27 °C の孵卵器の中に保存し た．水 は

毎日交換し，20 ～30日後に冷却法に よっ て孵 化させミ ラ

シジ ウムを得 た，

感染方法 の基本的 なこ とは，著者 らの既 に報告し たも

のに準じ たが， ミヤイリガイ1 個 体当 りのミ ラシ ジウム

の数はTable　1　から5 に示す ように， 実験I とn にお い

ては，　10，　100，　1，000，　5，000とし，実 験Ⅲ ，Ⅳ，V に

おい ては25 とし た． カイ とミラシジウ ム と の接触時 間

は24 時 間とし， その後， カイ を飼育箱に うっ し て飼育

し，適宜，解 剖しなが らカイ体 内の肺吸虫幼 虫の検索を

おこ なっ た．実験に用い た ミヤイリガイ の総数 は1 ，120

個 体であっ た．

成績お よび考察

実 験成 績の大要はTable　1　から5 に示し たとお りで あ

る． 実験I 　（Table　1　）にお いては，30 個 体ずっ のミ ヤイ

リガイをA ，　B，　C，　D の4 群 にわけ，カイ1 個体当 りの

ミラシジ ウムの数 を，それぞれ10 ，　100，　1，000，　5，000

とした．しかし，各群 と もカイを飼育箱 にうっ した 後，

（1 ）
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Table　1　Results　of　e χperimental　infectionof　larval　Paragoni

。μ
びwestermani　in0

，f。。iclania
　nosophり忽 （I ）

（A ）E χposure　of　miracidia

Date

June
20，　1961

μ

／／
／／

Group

A

B

C
D

No ．　ofsnails　used

30
30
30
30

（B ）E χanimation　of　rediae　and　cercariae

Date　　Days　afterexposure

14，　1961

／／
μ

／／

25
yX

／／
ノ／

Group

A

B

C

D

10

100

1 ，0005

，000
r － － － 7 ←

snails　　snails
examined　infected　（％）

13

3

13

7

O（O ％O

（0 ％O

（O ％O

（O ％

）

ミラシジウムを接 触侵入のために用い た小型 シャ ーレ中

に は多数 のミラシジウムの残存が認められた。し たがっ

て，必 ずし も，多数 のミラシジウ ムを接触侵入させ たカ

イ 程，多 くのミラシジウ ムが，カイ体内に侵入し たとは

考 えられなかっ た。 これらのカイは， そ の後25 日目に

解剖し て観察をお こなっ たが，何れの群のミ ヤイ リガ イ

に も肺 吸虫の幼 虫は認められなかっ た。実験H は カイ1

個体当りのミラシジウムの数が1 ，000個体のA 群 と，同

じ く100 個体のB 群 について， それぞれ，　250個 体のミ

ヤイ リガイ を用い て実 験を お こなっ たが，　Table　2　に示

す ように， その後，　104日目に生き残っ たA 群 の140 個

体，B 群 の120 個体のカイ を解 剖観察したが，肺吸虫 のTable

2　Results　of　eχperimental　infection

of　larval　Pa。αg。㎡。IUS　1£j・estermani　in

0 ，杤。。。心，心 。。s卯ゐa，・α（II）

（A ）　Exposure　of　miracidia

Date

－－July

1，　1961

GNo ．　ofroup　snails

　used

A

B

幼 虫は全く証明 出来なかっ た。しかし，A 群 にお いては20

個体に，B 群 に お いては10 個体に 日本住 血吸 虫のセ

ル カリアが見出された。そこで，前に も述 べたように実

験Ⅲ以降 は山梨県 のミヤイリガイ を用い， カイ1 個体当

りのミラシジウムの数は大平肺吸 虫や月ヽ形 大平肺吸虫の

実験同 様25 個体とし た．　Table　3　に示し たように実験ⅢTable

3　Results　of　eχperimental　infection　of

larval　Pa忽g四 加n／s　wester一次ani　in

On 　co。lelania　n・sophora　（III）

（A ）　Exposure 　of　miracidia

Date

9，　1961

No ．　ofsnails　used

300
－ W －

（B ）E χamination　of　rediae　and　cercariae

Date

一一 一 一一一 一 一一March26

，　1962June23

，　1962July

3 ，　1962July

13 ，　1962July

17 ，　1962July

20 ，　1962July

24 ，　1962

Days　after

exposure

108

197

207

217

221

224

228

－ － － 一 一

snails

eχamined
一 一一

150

10

2

5

26

11

10

250

250

（B ）　Eχamination　of　rediae　and　cercariae

Date　　Days　afterexposure

－
October　　　 ‾‾‾12

，　1961　　104

／／　　　　　　／／

1 ，000100

1N0 ．01　　lNo ．　o：Group

snails　snails

－－ i i － J 　 一一－

A

B
140
120

0

0

O ％ ）O

％ ）
－

25

No ．　O］snails

O （（j ％ ）0

（O ％ ）O

（O ％ ）O

（O ％ ）O

（O ％ ）O

（O ％ ）O

（O ％ ）

においては，　300個体のミヤイ リガイ に 感 染実験を試 み

た．実験は1961 年 の12 月 から1962 年 の7 月に かけて

お こない，ミラシジ ウム を接 触後，　108日目に150 個体197

日目に10 個体，　207 日目に2 個体，　217日目に5 個

体，　221日目に26 個体224 日日にn 個体，更 に228

日目に10 個体の ミヤイ リガイ を解剖し 観 察をお こなっ

たが， 肺吸虫の幼虫 と思 われる ものは何ら証明出来なか

っ た．　同様にして，実験IV を1962 年 の11 月から1963

年 の4 月 にわたっ て おこなっ たが，　Table　4　に示すよう

に，　105 日目から157 日目 の間に解剖し た123 個体のカ

イ の中にも，全く肺吸虫 の幼 虫を証明す ることが出来な

かっ た．　こ れら4 回の実験を通じて疑問 に思われたこ と

は， ウェステルマン肺吸虫のミ ラシ ジウム昿 他の肺吸

虫のそれ と同 様，ミヤイリガイに侵入 はするが， 途中で

発育を停止し，以 後，消滅 する ものか，或い は， はじ め

からミヤイ リガイ 体内に侵入し得ない ものかとい うこ と

2 ）



Table　4　Results　of　experimental　infection　of

larval　PaΓagonim 心westermani 　in

0 。comelania　n・soph。ra　（IV ）

（A ）　Exposure　of　miracidia

Date

一 一 一November1

，　1962

No

snails

150

used
of　miracidia

（B）E χanimation　of　rediae　and　cercariae

Date

一 一 一一February
13，　1963March

15，　1963March

23，　1963April

6，　1963

Days　after
exposure

105

135

143

157

snails

eχamined

4

78

23

18

NO ．　OJsnails

O （O ％ ）O

（O ％ ）O

（O ％ ）O

（O ％ ）

Table　5　Results　of　eχperimental　infection　oflarval　Parago

がmus 　－westerかlani　in

Oncomelania 　nosop 加 忽 （V ）

（A ）E χposure　of　miracidia

一 一一

Date

January
19、1964

No ．　ofsnails　used50
verage　numt
of　miracidia

exposed ／snail25

（B ）E χamination　of　rediae　and　cercariae

Date

January

20
，　1964January24

，　1964

Days　after
exposure

1

5

INo ．　01snailse

χamined

25

25

1
丶10．01
snails

infected 　（％）

O（O ％ ）O

（O ％ ）

である．この事実を明ら かにす るためには， カイ 体内に

侵入直後の肺吸虫 の幼虫－ スポロシストー の形成 を

確認するこ とが最 も確実 な方法で ある． そのためにお こ

なっ たのが実験V である．こ の実験 はTable　5　に示 すよ

うに1964 年1 月に簡易恆温室（工5°C～22°C）の中でお こ

ない， 用いた ミヤイリ ガイ の 数 は50 個体であっ た．カ

イ はミラシジ ウムを接触させ た後1 日目と5 日目に，そ

れ ぞれ，25 個体ずつ解剖し，観察をおこ なっ たが，そ の

何 れの場合 にも肺吸虫幼虫は証明し得 なかっ た． これに

よっ て， ウェ ステルマン肺吸虫のミ ラシ ジウムは， ミヤ

イ リガイ体 内に侵入し得ない とい うこ とが， ほぼ，確 実

となっ た． 少なくとも大平肺吸虫や小形大平肺吸 虫を用

（3 ）
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い てお こなっ た感染実験 と同じ 条件 では，ウェステル マ

ン肺 吸虫はミヤイリガイ と親 和性 が全 くない こ とが明ら

かとなっ た．　し たがっ て，中国 におけ る中国産ミヤイ リ

ガイ からのウェステルマ ン肺吸 虫セルカリアの発見 とい

う事 実（Chen ，　1941　；　Abbott，　1948から引 用）は，きわ

めて疑 わしい もの と想像される．

本研究 の第1 報 から第4 報を通じて，本邦産 の肺 吸虫

を，ミヤイリ ガイ との親 和性とい う性質につい てみる と

き，殆ん ど100 ％の高率 でミヤイリガイに感染し， セル

カリアにまで発育す る大平 肺吸虫や小形大平肺吸 虫， き

わめて低率ではある が， ミヤイリガイ体内でセルカ リア

まで発育し得る宮崎肺吸 虫， そし て，ミヤイ リガイ と全

く親和性がない と考えら れるウェ ステルマ ン肺吸虫 の3

つ の型 に類 別するこ とが出来 る． この事実は，これら の

肺吸 虫の分類 学的，形態学的特徴 や，終 末宿主特異性 な

どと共 に， きわ めて興味深 く，又 意義 ある もの と思われ

る．

要　約

著者 らは ウェステルマン肺吸 虫Pciragonim 。s　■wester・－7

・nani　（Kerbert，　1878） の 幼虫を用いて， 本邦産 のミヤ

イ リガイ　One。melania　nosや＆，Γa　（Robson ，　1915） へ

の感染実験を おこ なっ た． 種々 の条件を 考慮し ながら1

，120個体のミヤイ リガイ を5 回の 実験に供した が，総

ての実験を通じて，肺吸虫 の幼虫は全く証明出来 なかっ

た．又，ミラシジ ウムとミヤイ リガイを接触後1 日目と5

日田 こ観察した実験V におい ても，ウェステル マン肺

吸 虫のスポロシスト と思 われ るものはカイ体内に証明し

得 なかっ た．これらの事実 から，少 なくとも大平肺吸 虫

や小形 大平 肺吸虫な どと同一 の条 件においては， ウェ ス

テルマン肺吸虫はミヤイ リガイ と親和性がない とい うこ

とがい える．更に， ウェ ステル マン肺吸虫のミ ラシ ジウ

ムはミヤイリガイ と接触 させ ても，カイ体内に侵入し得

ない ように思われる．した がっ て，中国において中国 産

のO ．　no∫∂かりり に ウェ ステル マン肺 吸虫の幼虫を見出

し たとい う記 録（Chen ，　1941　；　Abbott，　1948から引用）

も， きわめて疑わしい．

本研究 の第1 報から第3 報まで の成績 から， 大平 肺吸

虫Paragot ・みnus　ohir，とzi　Miyazaki，　1939 と小形 大平肺

吸虫 八zragりx治jz心iloktsnent？nsis　Chen，　1940 はミヤイ

弖に 感 染 し て セ ル カ リ ア に ま で 発 育

’` ～゙ ・－亠冫 ．．一 成
彙S囀・t4￥唾りW－ytx・a－－．－－．、．．．．．
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ながら ミヤイ リガイ に感染し ，セルカ リアに まで 発育し

得るので，本報におい て明らかにされたよ うに，全 くミ

ヤイリ ガイ と親和性 がない と考えられる ウェ ステル マン

肺吸虫 を加 えて，本邦産肺 吸虫のこのカイヘ の親 和性 を，3

つ の段階 に大別 するこ とが出来る．こ の性質は肺吸 虫

の生理生態学的 な面 から誠 に興味深い ものである．

稿 を終るに当り，山梨県のミヤイリ ガイ の採 集に便宜

をおはかり下さっ た山梨県 衛生研究所 の飯島利彦，伊 藤

洋一両 氏， 実験上， 種々の援助をたま わった当 教室 の多

田 功学士 に感謝の意を表する．

本論 文の一部は， 日本寄生虫学会第31 回総会， 第14

回 南日本支部大会で発表し た．

（4 ）
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THE　EXPERIMENTAL　INFECTION 　OF　LARVAL　LUNG －FLUKES

TO 　JAPANESE 　ONCOMELANIA　SNAILS

IV ．　EXPERIMENTAL　INFECTION　OF　 尸／へ尺AGONIMUS

WESTERMAN 凵KERBERT ，　1878 ）　TO 　ONCOMELAN ／A

NOSOPHORA 　（ROBSON ，

KEN 」IR凸KAX ／へMSHIMA 　＆　Ichiro 　MIYAZAKI

のepartnient 　of　Parasitology ，　Facul り 可≒Med 八j。 。

尺y 心 屁 びniversiり ，　Fukuoka ，ゐ・pan）

Up　to　the　present，　Semisulcospira 　bens・ni 　（Philippi ）　and　some　of　the　related　gastropodsnails　have　been　known　as　the　first　intermediate　host　of　Pat

・7g。，zj。x。5　■wester。tani　（Kerbert ，1878

）．　It　has　been　also　reported　that　the　cercariae　of　this　fluke　were　found　in　0 。aJ。tetanianosophora

　（Robson ，　1915 ）　in　China　（Chen ，　1941 ，　quoted　from　Abbott ，　1948 ）。0n　the　otherhand

，　in　the　authors’　earlier　papers，　it　has　been　reported ．　that　Parageり。imns　θみirai　Miyazaki ，1939

and　 凡zrどzgo心切。心　ilokμz。mensis　Chen ，　1940　hg ．ve　a　high　infectivity　to　0．　ヌlosophora，while

　Paragり戒。μ，5　jj，りtiazakii　Kamo　d　a ／，　1961　has　a　low　infectivity　（Kawashima 　＆ 　Miyazaki ，1963

a，　b　；　1964）．　Considering　a　series　of　these　facts，　above　mentioned ，　there　has　been　muchneed　to　estimate　e

χperimentally　the　infectivity　of　？．　u，6たr。zα。i　to　0．　nosophora．　Then ，　thepresent　experiments

were　carried　out ．

The　snails 　were　exposed　to　a　number　of　newly　hatched　miracidia　of　沢t むびtermani　for　24hours

　in　Petri　dishes　（number　of　miracidia　per　snail　m　each　e χperiment　was　shown　in　Tables1

二5）．　These　snails　were　bred　in　a　culture　box　under　the　laboratory　condition　and　wereexamined

．　In　the　case　of　the　first　eχperiment　（Table　1 ）　which　was　carried　out　between　Juneand　July　of　1961

，　no　larvae　of　this　fluke　were　found　in　36　snails　eχamined　in　25　days　afterexposure

．　In　the　case　of　the　second　experiment 　（Table　2 ）　which　was　performed　between　Julyand　October　of　1961

，　neither　rediae　nor　cercariae　were　also　found　in　260　snails　examined　in104　days　after　e

χposure ．　The　third　experiment　which　was　made　between　December　of　1961and　July　of　1962

，　also　showed　negative　for　the　larvae　of　this　fluke　as　shown　in　Table　3 ．Moreover

，　the　fourth　eχperiment　which　was　carried　out　between　November　of　1962　and　April

・of　1963，　also　showed　negative　for　the　larvae　as　shown　in　Table　4 ．　1n　order　to　demonstratethe　sporocyst　of　this　fluke

，　the　fifth　experiment　（T 　able　5）was　done　in　the　culture　box　（15 °C－22°C）in

January　of　1964 ．　However ，　no　sporocysts　were　found　in　25　snails　eχamined　in　l　day　andin　other　25　snails　e

χamined　in　5　days　after　eχposure ，　rescectively．

The　above　mentioned　results　showed　that　the　miracidia　of　7 ）。7 む6Xa・／μμ。j　could　notdevelop　to　the　rediae　or

to　the　cercariae　in　the　body　of　0．　，2・sophora ．

The　results　also　suggested　that　it　would　be　doubtful　that　the　cercariae　of　？。　wester。laniwere　found

in　0 ．　nosopゐora　in　China．

（5 ）
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